




































































がJ年次院生 （学部異専攻からの進学者） 日本 2名 ]Fl, ]M2 
初年抑完生 （中国の外国語学部出身・」コ級日本語レベノレ） 中国 l名 CF3 
初年次研究生 （中国の外国語学部出身・上級日本語レベノレ） 中国 2名 CFl, CF2 
合計 5名












































]M2 : (1）はし、。なんですか？ ［にこにこしながら］
CFl：ある部分を、あのー 強く発音したり頃し、たり、噴きに近し、発音をしたりして強調する。一一一［一

















CFl J ：イントネーションは、イントネーションは文全体・ ・の
]M2 : (8）の、なに？なに？
CFl ：よ、よ、 抑揚？ [J胞に幅忍iするように］
]M2：抑揚？ [CFlに聞き返すように］(9) ［以降、独話考えながら］抑揚・ アクセント ・ はし、。
プロミネンス。プロミネンスでは・ 一つの文の中である部分を強調して発音すること。で、イン
トネー ・ ・ションは、 ［書きながら独話］文全体の強調。（CFl：うん。）
(10：あ？ ［上昇イントネーションI強調じゃない・ ・ 。（1）まー おなじだな（CFl：強調じゃな






































































しも。これら川2における（5)(6) (7) (8）の発話は、 CFlの返答を十分に待たずして順
次行われているため、高圧的な印象を受ける。その後の]M2の発話においては











(10) ]M2 : ［独話］あ？ ［上昇イントネーション］強調じゃない・
(1) ]M2 : ［独話］まーおなじだな

















会話デ）タB ［第12回「第二言語習得（正統的周辺参加） J ]M2とCFlにおけるピア活動］
J胞： あっ、（12）どうぞ・－どうぞ・
CFl あつは・ 正統的周辺せんかりM2：はあ？参加）参力目。レイ、レイブとレイブ・ 名前をあんま
り（13）わかんないつ・ 。M2：レイブ・アンド・ヴェンガー ）レイブ・アンド・ブンガーーはM2





を、（14）これを言う。フフフ ・ (JM2・はい）たとえば、徒弟制民芳坊ワ り胞 ：うん）親方か
ら、特に教えるとし、う行為が、なくてもそのなか、その過程て学習者が走弟の学習者が自身、自身
の観察の実践を通した学びがある・ ・・・・・そIT,過程で学習者が ［｜殊7)ペアから聞こえてきた部
分を復唱］ー フフフ・・学習者が・ あのー 熟達 ・ あの－ (JM.2 : CFl fこ・・）完熟・ フフ
フ・ (]M2・はし、）えー っと、じ、じ、実践に関する深化し、自己i積載も変化する。一人前になっ





えることをしなく（CFl 行為）教えること。 ［かなりきっぱりとしたU調］ （σ1：こと？）がな
されなくても、徒弟自身の観察実践を通して・ （18）なんだっけ？まー んー この過程で学習者の行
為・・・ は、 (19）じわなかったつけ？・・で、やがて、えーっと実践に（CFl：ほんと・・ちょー
ブフフ ・・） 実践に関する理解を進化し、自己3溺哉も変化して、 一人前になっていく ・ 。（20）や
ーだめだこれ・－やべー ・
CFl : (21）もし、この正統周辺参加が、により、学んだ学習者と、スキンホノlヂノングりM2 スキャフ
オールヂィングヴスキャフォールディングにょっ学んだ学習者、この二ノ、の強達？発達・ C.JM2























































コー ス前半：発言語促進 「なんですか？ ［にこにこしながら］）」


























































































CFl : (21）もし、この正統周辺参加が、により、学んだ学習者と、（211）スキンホルゲイング (.JM2.
ヌキギフォールディング）スキャフォールディングにより学んだ学習者、この二人の発達？発
達！・・（刑2 うんn）効果っていうのか・・（1M2 はしリどれがいい・・一人前になりやすいワ









































































野田尚史（1998）「「ていねいさ」からみた文章・談話構造」『国語学』 194集 102 89 
野田春美（2011）首都大学東京大判完人文科学研究科比較言語文化論研究 2011
年度前期集中講義資料
宮崎和人・安達太郎・野田春美・高梨信及（2002）『新日本語文出望書4 モダリティ』
くろしお出版
イ寸記
材高は、神村初美（2012.8. 19) 「モダリティにみられる日本人学生の意識の変容
専門日本語教育における日本人学生と留学生とのピア活動を通しで 」（世界日本語教
育大会ICJLE2012NAGOYA）でのポスター発表をもとにし、修正、加筆を加えたもので
ある。
（かみむら はつみ・首都大学東京）
。 。??
